
 

 
 

 

 

 原動機において、シリンダ加工の工程管理が不適切なため、シリンダ表面が粗くなり、走行中に

エンジンオイルが燃焼室まで吸い上げられて燃焼し、オイル消費量が増えることがある。そのため、

オイルの潤滑不良で異音が発生し、そのまま使用を続けると、走行中にエンジンが破損し、後輪が

ロックして転倒する、または、火災に至るおそれがある。 

改善の内容 

全車両、エンジンを点検し、異常がある場合はシリンダの良品が組み込まれたエンジンサブアッ

センブリに交換する。また、異音がある場合はエンジンをアッセンブリで交換する。 

改 善 箇 所 説 明 図 

基準不適合発生箇所 

注：      は点検又は交換する部品を示す。 

エンジン 
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識別：車台番号打刻部付近に黒色の識別ラベルを貼付する。 
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